
【2013.04.18】    <TOIPCS> 

■ 「雇用保険被保険者離職証明書」の様式が変更 

－2013年4月1日より－ 

◆ 様式改正の内容 

 2013年4月1日より「改正高年齢者雇用安定法」が施行されるのに伴い、離職理由の欄を見直

し、定年により離職する者について、定年後の継続雇用に関する希望の有無等を記載する項目

が新たに設けられる等、所要の変更が行われます。 

 また、当該離職者が定年後の継続雇用を希望していたにもかかわらず離職に至った経緯につ

いて、「a 就業規則に定める解雇事由又は退職事由（年齢に係るものを除く。以下同じ。）に該当

したため…、b 平成25年3月31日以前に労使協定により定めた継続雇用制度の対象となる高年

齢者に係る基準に該当しなかったため、c その他…」のいずれに該当するかを記載することとさ

れています。 

 

◆ 様式改正後の旧様式の取扱い 

 新様式には、右下に「25.04‐新」と印字されており、それ以外の者は旧様式となりますが、当面

の間は旧様式も使用することができます。 

 しかしながら、旧様式には上記のように離職に至った詳しい理由を記載する欄がありませんの

で、事業主が「具体的事情記載欄（事業主用）」に記載する必要があります。 

 具体的には、離職理由欄の「２ 定年、労働契約期間満了等によるもの（１）定年による離職（定

年 歳）の横に○を付し、カッコ内に定年年齢を記載したうえで、「定年退職（本人は継続雇用を希

望したが、就業規則に定める解雇・退職事由に該当した）」のように記載することとなります。 

 

◆ 契約期間満了による離職のケースにおける取扱い 

 例えば、60歳定年の会社で65歳まで1年ごとの契約更新で65歳までの再雇用制度が設けられ

ていた場合で、更新基準を満たさないために期間満了で離職するときには「３ 労働契約期間満了

等によるもの（２）労働契約期間満了による離職」に○を付し、契約期間や更新回数、雇止め通知

の有無等の必要事項を記載することとなります。 

 また、事業縮小等により契約更新することなく期間満了により離職するときも同じように記載しま

す。 

 なお、これらの場合に提出する雇用保険被保険者資格喪失届の「５ 喪失原因」は「２」を選択

し、事業主の都合による離職以外の離職となります。  


